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「本リリース御案内は、経済産業省記者クラブ、ペンクラブ及び消費者庁記者クラブに行っております。」

報道各位へのお知らせ

平成２２年３月２９日

製品安全センター

「「「「製品事故製品事故製品事故製品事故からからからから身身身身をををを守守守守るためにるためにるためにるために＜＜＜＜身身身身・・・・守守守守りりりりハンドブックハンドブックハンドブックハンドブック２０１０２０１０２０１０２０１０＞」＞」＞」＞」のののの発行発行発行発行についてについてについてについて

ＮＩＴＥ（ナイト:独立行政法人製品評価技術基盤機構、理事長:安井至、本部:東京都

渋谷区）製品安全センターは、これまで発生した製品事故事例を取り上げ、「事故原因」、

「製品を使用する上での注意事項」等をわかりやすく説明し、製品と安全につきあうため

の心構えをまとめた消費者啓発用冊子「製品事故から身を守るために＜身・守りハンド

ブック＞」を発行し、消費者への注意喚起を行ってきました。また、消費者への注意喚起

以外にも「製品に起因する事故」については、事業者への働きかけ等によって、事業者が

市場から製品を回収するなど、事故防止に努めてきましたが、依然として重篤な製品事故

が発生しています。

平成１８年度から平成２０年度までにＮＩＴＥに通知され、ＮＩＴＥデータベースで公

表した製品事故情報は、１２，３３２件（平成２２年２月３日現在）であり、「製品に起

因しない事故」と分類された事故が３，５５３件（約３０％）あります。

「製品に起因しない事故」３，５５３件のうち、使用者の誤った使用方法や不注意が原

因で起こったと考えられる事故は２，９２６件で、「製品に起因しない事故」の８割を占

めています。また、２１年４月から２２年１月までの事故通知（重複を除く）は、３，３

４１件あり、このうち、「死亡事故」が４５件発生し、５３人が死亡しています。「死亡

事故」について、製品別で多いのは「石油ストーブ」９件（１１人）、「電動車いす」９

件（９人）、で「ガスこんろ」４件（７人）、「石油ファンヒーター」４件（４人）と続き

ます。

これらの中には、使用者が製品を正しく取り扱えば未然に防ぐことができたとみられる

事故が多数含まれています。ＮＩＴＥ製品安全センターでは、これらの事故を踏まえ、誤っ

た使用方法や不注意による製品事故事例を新たなものに入れ替え「製品事故から身を守る

ために＜身・守りハンドブック２０１０＞（本文４４ページ）」を発行しました。

今後は本冊子を消費者を中心にさらに普及啓発し、製品事故の未然防止に努めていきま

す。

つきましては、本書を社会に広く普及するために、記者説明会を開催することに致しま

した。

１．記者説明会について

日時： 平成２２年３月３１日（水） １０：００～１０：３５

場所： ＮＩＴＥスクエア（東京都渋谷区西原２－４９－１０ ＮＩＴＥ １階）
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※参加ご希望の方は、平成２２年３月３０日（火）１８：００までに「記者説明会

参加連絡先」へご連絡下さい。

２．説明する内容

記者説明会当日は本書を配布するともに、本書の内容について理解を得るために、生活

場面（キッチン・ダイニング、浴室・洗面所・トイレ、リビング・寝室、屋外・レジャー

など）ごとに、「事故原因」、「製品を使用する上での注意事項」等をわかりやすく説明し

ます。また、実際に発生した製品事故の再現実験映像や、事故品などを展示します。

（本件に関する問い合わせ先）

○記者説明会参加連絡先

製品安全センター製品安全企画課

担当者 小田、宮川

電話：０３－３４８１－６５６６

○記者説明会当日

製品安全センター製品安全調査課

担当者 長田、鬼頭、三好

電話：０３－３４８１－６５６６（製品安全企画課）

○記者説明会翌日以降

製品安全センター製品安全調査課

担当者 長田、鬼頭、三好

電話：０６－６９４２－１１１３


